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SaaSやRPAを展開する「テクノロジー セグメント」と、DX商品の開発をfabbit

会員などと推進する「オープンイノベーション セグメント」はともに堅調に推移

しました。

特にSaaS事業は、6か月で商品数・利用者数が大幅に増加し、利用企業者数は

4月末時点で延べ4,773社となっております。

この流れを加速するため、両セグメントを掛け合わせた、新たな価値を生み出す

ことに注力したいと考えております。今後のシステムソフトにご期待ください。

はじめに
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POLICY

テクノロジー

背景色エメラルドグリーンカラー（ブルー・ヴェール・ダンス）は、弊社がサポートする Jリーグ所属クラブ “アビス

パ福岡” が創業時に定めた、「ステーク・ホルダーとの関係を築き上げて行く」という思いを表現しています。

新たな価値を。

×
オープンイノベーション
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TOPICS

「SKIPS」「Selkey」クラウドなどSaaSの利用

企業社数延べ4,773社(2021年4月末時点)1

2
テクノロジー、オープンイノベーション双方の

事業の拡大により、売上・営業利益 大幅増
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今期よりスタートしたSaaS商品「SKIPS」「Selkey」クラウド など
SSクラウドシリーズの利用企業社数が4月末時点で延べ4,773社となりました。

TOPICS : 1

今後も新たな

SaaS商品を順次

リリース予定
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事業拡大にあわせて、事業セグメントを変更します。

TOPICS : ２

従来の事業セグメント

システムソリューション事業

 システム開発事業

 ソリューション事業

マーケティング事業

 SaaS・RPA事業

 コンサルティング事業

投 資 事 業

そ の 他

変更後の事業セグメント

テクノロジー

 SaaS・RPA事業

 システム開発・ソリューション事業

オープンイノベーション

 fabbit 事業（DX連携）

 コンサルティング事業

投 資 事 業

そ の 他
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2021年9月期 第２四半期 決算概要
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2020年2Q累計 2021年2Q累計 前年同期比

売上高 1,426 2,448 171%

売上総利益 114 778 682%

販売管理費 295 449 152%

営業利益 △180 328 ―

親会社株主に帰属する

四半期純利益 △529 509 ―

（単位：百万円）

『テクノロジー』『オープンイノベーション』の両領域が

順調に拡大し、売上・営業利益大幅増

2021年9月期第２四半期 決算概要

※2021年1月fabbit株式会社との合併により、その事業の収益(四半期分：2021年1月1日から3月31日)が含まれる。
※当期純利益には合併による段階取得に係る差益、特別利益238百万円が含まれる。
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2020年3月末 2021年3月末 前年同期比

流動資産 2,925 4,017 137％

固定資産 1,843 3,109 168％

流動負債 297 946 318％

固定負債 393 577 146％

純資産 4,078 5,602 137％

資本金 1,511 2,721 180％

資本剰余金他 2,566 2,813 109％

総資産 4,769 7,127 149％

（単位：百万円）

事業拡大と合併に伴い資産規模は拡大

2021年9月期第２四半期 決算概要

貸借対照表
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2021年９月期業績予想



11

（単位：百万円）

第３四半期以降は経済環境を踏まえ、慎重な見通しとした

2021年9月期業績予想

2021年9月期
予想

2020年9月期
実績

前年差異

今回予想 前回開示

売上高 4,500 4,100 2,863 1,637

営業利益 350 290 △251 601

経常利益 330 250 △275 605

親会社株主に帰属する

当期純利益 520 200 △655 1,175

※2021年1月fabbit株式会社との合併により、その事業の収益(3四半期分：2021年1月1日から9月30日)が含まれる
※当期純利益には合併による段階取得に係る差益、特別利益238百万円が含まれてる。
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本資料は、株式会社システムソフト（以下、「当社」といいます）の現状をご理解いただくことを目的として、当社が作成したものです。また、本資料に記載されている

計画や見通しは作成時点における情報に基づき当社が判断し予測したものです。今後の経営環境の変化により、計画や見通しが大きく変動する場合があります。その場合

には本発表の内容の更新・修正の義務は負うものではありません。以上を踏まえ、投資家の皆様にはご自身のご判断にて投資くださいますようお願い申し上げます。

Technology × Open Innovation


